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神
事
と
し
て
の
獅
子
舞

雨

宮

久

美

は
じ
め
に

　
「
獅
子
舞
」
は
、
祭
式
や
神
事
の
た
め
の
舞
踊
か
ら
次
第
に
分
化

し
て
い
き
民
俗
芸
能
の
主
要
な
舞
踊
と
し
て
広
ま
る
と
と
も
に
、
舞

台
芸
能
と
し
て
も
洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

後
藤
淑
は
、「
神
事
芸
能
」
と
し
て
、「
神
楽
（
各
種
の
神
楽
・
宮
中

御
神
楽
・
巫
女
神
楽
・
伊
勢
流
神
楽
・
出
雲
流
神
楽
・
獅
子
神
楽
）」「
催

馬
楽
」「
田
楽
」「
田
遊
」「
舞
楽
」「
猿
楽
能
」「
風
流
（
（
（

」
を
挙
げ
て

い
る
。「
獅
子
舞
」
の
一
つ
の
系
統
が
中
世
期
に
成
立
し
た
「
風
流
」

の
流
れ
を
汲
む
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
「
獅
子
舞
」
の
源
流
は
、
飛
鳥
時
代
に
伝
え
ら
れ

た
伎
楽
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
伎
楽
と
は
、
古
代
イ
ン
ド
・
チ

ベ
ッ
ト
の
仮
面
劇
で
あ
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
中
国
の
南

朝
に
ま
ず
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
の
百
済
を
通
し
て
日
本
に

ま
で
伝
え
ら
れ
た
大
陸
由
来
の
芸
能
と
し
て
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

伎
楽
系
と
風
流
系
と
が
日
本
の
獅
子
舞
の
二
つ
の
系
統
と
な
っ
て
い

く
。

　

古
野
清
人
は
『
獅
子
の
民
俗
』
に
お
い
て
、
獅
子
舞
の
形
成
に
強

く
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、「
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
」
や
「
邪
術
」
だ

と
指
摘
し
て
い
る
。

獅
子
の
仮
面
と
そ
の
舞
踊
は
、
わ
た
し
に
奇
妙
に
ラ
マ
教
の
悪

鬼
祓
い
の
打
鬼
や
跳
鬼
を
連
想
さ
せ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
人
や
蒙
古

人
の
住
ん
で
い
る
、
中
国
の
諸
地
域
の
ラ
マ
廟
で
、
毎
年
六
月

に
行
わ
れ
る
こ
の
大
祭
儀
ほ
ど
珍
し
い
怪
奇
で
神
秘
的
な
行
事

は
あ
る
ま
い
。
ラ
マ
教
は
仏
教
と
民
俗
宗
教
と
が
混
融
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
悪
鬼
祓
い
は
、
印
度
教
の
影
響

は
強
い
に
し
て
も
仏
教
的
な
要
素
は
少
な
く
、
む
し
ろ
シ
ャ
マ

ニ
ズ
ム
や
邪
術
の
世
界
で
あ
る
（
（
（

。

　

獅
子
舞
は
、
仏
教
行
事
か
ら
神
事
へ
と
発
展
し
、
さ
ら
に
見
世
物

的
要
素
が
加
わ
り
民
間
芸
能
と
し
て
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
一
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方
で
、
能
楽
や
歌
舞
伎
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
舞
台
芸
能

と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
く
。
獅
子
舞
は
、
日
本
の
風
土
に
培
わ
れ
た

変
化
に
富
む
芸
能
と
し
て
発
展
し
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
観
世

七
郎
元
能
が
父
世
阿
弥
の
芸
談
を
筆
録
し
た
『
申
楽
談
義
』（
永
享

二
（1430

）
年
成
立
）
に
、「
獅
子
舞
」
が
民
間
芸
能
と
し
て
室
町

時
代
に
は
既
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
記
述
が

あ
る
。一

、
シ
ヽ
マ
ヒ
ハ
、
カ
ワ
チ
ノ
エ
ナ
ミ
ニ
、
ト
ク
ジ
ユ
ト
テ
ア

リ
。
ジ
ン
ベ
ン
ジ
ヽ
也
。
ゾ
ウ
ア
、　　

チ
ゴ
ニ
テ
、
ロ
ク
ヲ

ン
ヰ
ン
ノ
御
マ
エ
ニ
テ
マ
イ
シ
、
ヲ
モ
シ
ロ
カ
リ
シ
也
（
（
（

。

　

本
論
で
は
、「
獅
子
舞
」
の
歴
史
的
変
遷
を
確
認
し
な
が
ら
神
事

と
し
て
の
「
獅
子
舞
」
の
特
徴
、
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

一
、
伎
楽
の
獅
子
舞

　

獅
子
舞
の
芸
能
と
し
て
の
歴
史
は
長
く
、
伎
楽
と
と
も
に
「
獅
子

舞
」
は
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
伎
楽
は
、
宮
廷
や
寺
院
の
法
会
の
場
で

演
ぜ
ら
れ
て
い
た
。『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
二
十
（
六
一
二
）
年
の

記
事
に
、
百
済
か
ら
来
朝
し
た
味
摩
之
が
豊
浦
寺
の
あ
る
奈
良
県
桜

井
の
地
に
少
年
を
集
め
、
南
朝
の
呉
か
ら
百
済
に
伝
わ
っ
た
伎
楽
の

舞
を
教
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

又
百
済
人
味
摩
之
、
帰
化
て
曰
く
、「
呉
に
学
び
て
、
伎
楽
の

儛
を
得
た
り
」
と
い
ふ
。
則
ち
桜
井
に
安
置
ら
し
め
て
、
少
年

を
集
へ
て
、
伎
楽
の
儛
を
習
は
し
む
。
是
に
、
真
野
首
弟
子
・

新
漢
斉
文
、
二
人
習
ひ
て
其
の
儛
を
伝
ふ
。
此
今
の
大
市
首
・

辟
田
首
等
が
祖
な
り
（
（
（

。

　

伎
楽
は
、
大
唐
楽
・
百
済
楽
・
高
麗
楽
・
新
羅
楽
よ
り
以
前
に
渡

来
し
た
舞
楽
で
あ
る
。
呉
（
二
二
二
～
二
八
〇
年
）
か
ら
始
ま
る
六
朝

の
時
代
に
百
済
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
伎
楽
は
仮
面
を
付
け

滑
稽
な
所
作
が
主
な
特
徴
と
な
る
。
伎
楽
に
お
い
て
獅
子
は
、
治
道

と
と
も
に
行
道
ま
た
は
神
幸
の
先
導
者
と
し
て
露
払
い
を
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
治
道
に
あ
や
さ
れ
た
獅
子
は
邪
鬼
を
追
い
払
う
の

で
あ
る
。

　

そ
の
後
奈
良
時
代
に
な
り
、
唐
楽
や
高
麗
楽
を
伴
奏
と
す
る
舞
楽

が
伝
わ
る
と
、
寺
院
の
法
要
の
場
で
獅
子
の
舞
楽
が
演
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
平
安
時
代
に
は
、「
舞
楽
四
箇
法
要
」
と
い
わ
れ
る
新

堂
新
塔
の
落
慶
供
養
の
法
会
の
場
で
儀
式
の
進
行
役
と
し
て
獅
子
の

舞
楽
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
面
を
つ
け
た
獅
子
の
舞
楽
に
合
わ
せ
な

が
ら
梵
音
・
唄
・
錫
杖
・
散
華
と
儀
式
が
進
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
舞
楽
四
箇
法
要
」
は
、
四
天
王
寺
の
精
霊
会
な
ど
現
在
に
ま
で
伝

わ
り
、
獅
子
の
舞
い
が
見
ら
れ
る
。

　

作
者
不
明
の
『
信
西
入
道
古
楽
図
』（
舞
図
）
に
「
蘇
芳
非
図
」

と
「
獅
子
図
」
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
蘇
芳
非
は
、『
教
訓
抄
』
巻

第
四
に
「
左
『
蘇
芳
菲
』
の
身
は
獅
子
の
姿
な
り
。
頭
は
如
犬
頭
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也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
獅
子
の
舞
で
あ
る
。
番
曲
と
な
っ
て
い
る
の

は
、「
狛
犬
」
で
あ
る
。
神
輿
の
左
側
に
蘇
芳
非
の
獅
子
が
舞
い
、

右
に
狛
犬
（
狛
龍
）
が
獅
子
の
引
き
立
て
役
と
し
て
両
手
足
で
四
つ

の
獅
子
頭
を
使
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
芸
技
を
演
じ
た
。

　

平
安
中
期
に
な
る
と
、
宮
中
行
事
に
獅
子
や
蘇
芳
菲
の
舞
が
採
り

入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
二
十
三
「
こ
ま
く
ら
べ

の
行
幸
」
で
「
蘇
芳
菲
、
駒
形
な
ど
さ
ま
ざ
ま
舞
ひ
出
で
、
今
は
東

の
対
に
渡
ら
せ
た
ま
ふ
（
（
（

」
に
描
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
『
教
訓
抄
』
巻
第
四
に
は
以
下
の
よ
う
に
笛
、
太
鼓
、
鉦
皷
に
合

わ
せ
て
獅
子
の
舞
が
法
要
や
儀
式
の
場
で
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

獅
子

　

有
序
破
急
云
々
。
笛
節
与
太
鼓
・
鉦
皷
許
也
。

　

�

此
曲
御
願
供
養
に
舞
。
笛
者
、
小
部
氏
為
曲
。
舞
者
、
獅
子

舞
役
也
。

有
詠

　

�

獅
子
天
竺　

問
学
聖
人　

瑠
璃
大
臣　

来
朝
太
子　

飛
行
自

在　

飲
食
羅
刹

　

�

全
身
仏
性　

尽
未
輦　

車　

毘
婆
太
子　

高
祖
大
臣　

随
身

眷
属　

故
我
稽
〔
首
〕
礼
（
略
（
（
（

）

　
『
信
西
古
楽
図
』
の
獅
子
の
絵
図
に
は
、
獅
子
を
つ
な
い
だ
縄
を

手
に
持
っ
た
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
近
世
模
本
の
一
つ
東

京
美
術
学
校
本
の
藤
原
貞
幹
の
書
込
に
は
、「
持
縄
者
服
飾
崑
崙
状
」

と
あ
る
。
獅
子
に
つ
い
て
は
同
書
込
に
、「
唐
太
平
樂
亦
謂
五
方
獅

子
舞
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

後
晋
の
劉
昫
等
撰
の
『
舊
唐
書
』
卷
二
十
九
「
音
樂
志
二
」
に
は

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

太
平
樂
、
亦
謂
之
五
方
獅
子
舞
、
獅
子
摯
獸
、
出
於
西
南
夷
天

竺
獅
子
等
國
。
綴
毛
爲
衣
、
象
其
俛
仰
馴
狎
之
容
。
二
人
持
繩

拂
、
爲
習
弄
之
狀
。
五
獅
子
各
衣
其
方
色
、
百
四
十
人
歌
太
平

樂
、
舞
以
足
、
持
繩
者
服
飾
皆
作
崑
崙
象
（
（
（

。

　

太
平
楽
ま
た
五
方
獅
子
と
『
信
西
古
楽
図
』
の
獅
子
と
は
ほ
ぼ
同

じ
舞
楽
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
ド
や
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
の

伝
来
の
舞
楽
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
五
方
獅
子
だ
が
、「
二
人
持
繩

拂
、
爲
習
弄
之
狀
」
と
、
獅
子
を
二
人
の
獅
子
使
い
が
練
り
歩
か
せ

る
と
い
う
の
は
、『
信
西
古
楽
図
』
の
獅
子
の
図
に
描
か
れ
て
い
る

二
人
の
獅
子
使
い
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
獅
子
使
い
は
、
現
在
、
各

地
の
寺
社
の
法
要
や
祭
礼
で
行
わ
れ
て
い
る
練
供
養
で
先
導
役
の
獅

子
の
口
取
り
を
す
る
師
子
の
原
型
に
当
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
安
時
代
の
獅
子
舞
が
、
唐
代
の
獅
子
舞
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
を

確
認
し
た
。
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
か
ら
獅
子
舞
の
用
例
を
挙
げ
る
。

清
少
納
言
『
枕
草
子
』「
見
物
は
」
の
段
に
は
五
月
の
節
会
の
折
、

帝
が
式
場
か
ら
還
御
に
な
る
御
輿
の
先
に
獅
子
や
狛
犬
に
扮
し
た
舞

人
が
舞
う
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
獅
子
」
は
、
前
述
の
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「
蘇
芳
菲
」
の
舞
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

還
ら
せ
た
ま
ふ
御
輿
の
先
に
、
獅
子
、
狛
犬
な
ど
舞
ひ
、
あ
は

れ
、
さ
る
こ
と
あ
ら
む
、
郭
公
う
ち
鳴
き
、
こ
ろ
の
ほ
ど
さ
へ

似
る
も
の
な
か
り
け
む
か
し
（
（
（

。

　

ま
た
「
関
白
殿
、
二
月
二
十
一
日
に
」
の
段
に
は
、
積
善
寺
の
一

切
経
供
養
の
た
め
行
啓
に
な
っ
た
中
宮
の
御
輿
が
寺
の
総
門
に
到
着

し
た
時
に
、
高
麗
や
唐
土
の
楽
が
一
斉
に
奏
さ
れ
、
獅
子
と
狛
犬
の

踊
り
舞
が
ま
こ
と
に
素
晴
ら
し
い
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
獅

子
」
は
、
前
述
の
「
獅
子
」
の
舞
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

お
は
し
ま
し
着
き
た
れ
ば
、
大
門
の
も
と
に
、
高
麗
、
唐
土
の

楽
し
て
、
獅
子
、
狛
犬
を
ど
り
舞
ひ
、
乱
声
の
音
、
鼓
の
声
に
、

も
の
も
お
ぼ
え
ず
（
（
（

。

　
『
枕
草
子
』
の
能
因
本
だ
け
の
異
文
で
あ
る
が
、「
む
と
く
な
る
も

の
」
段
に
は
、
狛
犬
や
獅
子
を
舞
う
者
が
、
い
い
気
に
な
っ
て
調
子

づ
い
て
、
出
て
踊
る
足
音
は
か
た
な
し
だ
と
批
評
す
る
場
面
が
あ
る
。

時
に
は
批
判
も
し
た
く
な
る
ほ
ど
、
平
安
時
代
の
人
々
は
獅
子
の
舞

を
観
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

む
と
く
な
る
も
の
（
略
）
狛
犬
、
獅
子
舞
ふ
者
の
、
お
も
し
ろ

が
り
は
や
り
て
、
出
で
を
ど
る
足
音
（
（（
（

。

　
『
栄
花
物
語
』
巻
第
三
十
九
「
こ
ま
く
ら
べ
の
行
幸
」
は
、
こ
れ

も
行
幸
に
際
し
て
の
獅
子
舞
の
場
面
で
あ
る
。
ひ
と
き
わ
大
き
な
太

鼓
の
音
と
と
も
に
獅
子
と
狛
犬
が
舞
う
様
が
ひ
と
き
わ
素
晴
ら
し
い

と
評
し
て
い
る
。

船
楽
、
打
た
ぬ
に
鳴
る
こ
と
ぞ
な
か
り
け
れ
と
、
太
鼓
か
け
た

る
さ
ま
こ
と
ご
と
し
う
、
獅
子
、
狛
犬
の
舞
ひ
出
で
た
る
ほ
ど

も
い
み
じ
う
見
ゆ
（
（（
（

。

　

伎
楽
か
ら
発
展
し
た
舞
楽
の
「
獅
子
」
は
、
平
安
時
代
に
な
る
と

寺
院
で
の
法
要
ば
か
り
で
な
く
、
宮
廷
儀
式
の
晴
れ
の
場
で
も
し
ば

し
ば
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
獅
子
舞
が
日
本
の
民
俗
社
会
に
浸

透
し
て
ゆ
く
下
地
に
な
っ
た
こ
と
は
、
右
に
引
用
し
た
仮
名
作
品
の

記
述
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
獅
子
神
樂

　

本
田
安
次
『
日
本
の
傳
統
藝
能
巻
一 

神
樂
』
は
、
神
楽
の
源
流

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
本
田
に
よ
れ
ば
、
古
代
の
日
本
人
は
、
神

と
い
う
存
在
を
「
霊
魂
」
と
捉
え
て
い
た
。

神
が
人
格
化
さ
れ
る
以
前
、
我
々
の
祖
先
た
ち
は
、
神
は
强
力

な
靈
魂
と
考
へ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
生
は
靈
魂
の
一
部
が
肉

體
を
得
て
こ
の
世
に
生
れ
出
る
こ
と
で
あ
り
、
死
は
そ
の
靈
魂

が
肉
體
を
離
れ
て
神
に
歸
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
（（
（

。

　

神
を
招
き
寄
せ
る
た
め
に
は
、
神
の
依
る
べ
き
「
座
」
が
必
要
と

さ
れ
た
。
現
在
で
も
七
年
に
一
回
行
わ
れ
て
い
る
信
州
諏
訪
大
社
の

祭
礼
行
事
で
あ
る
「
御
柱
」
の
よ
う
な
柱
、
あ
る
い
は
鉾
を
立
て
る

こ
と
に
よ
り
、
神
の
依
り
所
と
し
た
の
で
あ
る
。
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古
代
の
人
々
は
、
神
を
迎
え
、
祈
祷
を
行
っ
た
。
そ
の
動
機
を
本

田
安
次
は
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
要
点
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

　

第
一
に
は
、
人
々
は
長
寿
を
願
っ
た
。
そ
の
願
を
祈
願
す
る
為
に

魂
鎮
・
招
魂
の
行
事
を
執
り
行
っ
た
。（『
日
本
書
紀
』
二
十
九
、
天
武

天
皇
十
四
年
十
一
月
丙
寅
の
日
條
）。
第
二
に
は
、
人
々
が
生
命
を
維
持

す
る
為
に
必
要
不
可
欠
の
五
穀
の
豊
か
な
稔
を
祈
願
し
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
新
嘗
祭
、
予
祝
行
事
、
田
遊
び
、
田
楽
な
ど
の
芸
能
が

生
ま
れ
た
。
狩
猟
で
は
山
神
信
仰
に
よ
り
ま
た
魚
漁
は
初
漁
祝
・
大

漁
祝
に
よ
る
豊
饒
を
祈
願
し
た
。
第
三
に
は
、
厄
病
災
難
の
回
避
や
、

悪
神
、
悪
霊
を
追
払
う
為
に
鎮
魂
祭
を
鳥
居
で
行
っ
た
（
（（
（

。

　

最
古
の
芸
能
は
、『
古
事
記
』
に
伝
え
る
天
石
窟
戸
の
前
で
の
天

鈿
女
命
の
俳わ

ざ

優を
ぎ

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
伝
承
に
す
ぎ

な
い
。

　

延
長
五
（
九
二
七
）
年
に
完
成
し
た
『
延
喜
式
』
に
は
、
三
一
二

三
社
に
及
ぶ
神
社
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
神
霊
の
魂
を
鎮
め
る
、

神
慮
を
清
め
る
た
め
に
「
神
楽
」
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

神
に
捧
げ
る
芸
能
と
し
て
、「
神
楽
」
は
奉
納
さ
れ
て
き
た
。『
万

葉
集
』
で
は
、「
神
楽
」
ま
た
は
「
神
楽
声
」
と
書
き
「
サ
サ
」
と

読
む
。
神
楽
は
笹
を
携
え
て
舞
わ
れ
、
笹
は
鎮
魂
の
重
要
な
呪
具
で

あ
る
「
採
物
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
生
命
力
の
強
い
笹

や
竹
は
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　

西
角
井
正
大
は
、『
梁
塵
秘
抄
』
巻
第
二
雑
三
二
四
に
「
さ
や
」

振
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
上
代
の
鎮
魂
の
観
念
が
平
安
末
に

な
っ
て
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
（（
（

。

鈴
は
さ
や
振
る
藤
太
巫
女　

目
よ
り
上
に
ぞ
鈴
は
振
る

ゆ
ら
ゆ
ら
と
振
り
上
げ
て　

目
よ
り
下
に
て
鈴
振
れ
ば

懈
怠
な
り
と
て　

ゆ
ゆ
し　

神
腹
立
ち
た
ま
ふ（（（
（

　

神
楽
に
お
い
て
は
、
巫
女
が
手
に
し
た
「
笹
」
あ
る
い
は
「
鈴
」

を
振
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
魂
、
す
な
わ
ち
魂
を
賦
活
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
神
楽
は
、
大
き
く
宮
中
の
「
御
神
楽
」
と
民
間
の
「
里
神
楽
」

と
の
二
つ
に
別
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
楽
の
成
立
に
関
し
て
、
西

角
井
正
大
『
民
俗
芸
能
入
門
』
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

神
楽
の
な
か
で
最
も
古
く
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
京
都
の
賀
茂
神
社
臨
時
祭
の
還
立
の
神
楽
（
寛
平
元
〈
八

八
九
〉
年
）
と
石
清
水
八
幡
社
頭
の
神
楽
（
寛
平
年
中
〈
八
八
九

～
八
九
七
〉）
な
ど
で
、
平
安
朝
の
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
が
宮
中
の
神
事
に
導
入
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
御み

神か
ぐ

楽ら

」
が
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
（（
（

。

　

鎮
魂
の
芸
能
と
し
て
神
社
に
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
神
楽
は
、

「
巫
女
神
楽
」「
採
物
神
楽
」「
能
神
楽
」「
湯
立
神
楽
」
な
ど
多
種
に

わ
た
り
、
地
域
に
応
じ
て
変
化
し
発
展
し
て
い
く
。
そ
の
中
の
一
つ

が
「
獅
子
神
楽
」
で
あ
る
。

　
「
獅
子
神
楽
」
は
、
門
毎
に
権
現
（
本
地
垂
迹
思
想
に
よ
る
神
名
）

を
捧
持
し
、
邪
鬼
を
払
う
た
め
火
伏
の
祈
祷
を
し
、
息
災
延
命
を
祈
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願
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
獅
子
神
楽
で
は
獅
子
が
権
現
と
捉
え

ら
れ
て
い
る
。
本
田
安
次
は
『
日
本
の
傳
統
藝
能
』
の
中
で
「
獅
子

神
楽
」
を
大
き
く
二
種
に
分
類
し
て
い
る
。

（
一
）
奥
羽
の
山
伏
神
楽
・
番
楽

（
二
）
伊
勢
や
尾
張
の
太
神
楽

　

民
俗
芸
能
と
し
て
の
獅
子
舞
へ
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
「
伊
勢
御

大
神
楽
」
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
採
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

三
、
伊
勢
御
大
神
樂

　

伊
勢
大
神
楽
は
、
昭
和
二
十
九
年
、
三
重
県
指
定
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

の
指
定
を
受
け
た
。
指
定
理
由
を
以
下
に
掲
げ
る
。

演
目
に
は
、
神
事
舞
と
し
て
の
「
鈴
の
舞
」「
四
方
の
舞
」「
扇

の
舞
」、
放
下
芸
（
曲
芸
）
と
し
て
の
「
手
ま
り
の
曲
」「
剣
三

番
叟
」「
水
の
曲
」、
そ
れ
に
固
有
の
神
楽
舞
と
し
て
の
「
吉
野

舞
」「
剣
の
舞
」
さ
ら
に
は
放
下
の
新
曲
と
し
て
の
「
玉
獅
子

の
曲
」「
魁
曲
」
な
ど
の
多
数
の
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
放
下
の
芸
系
を
遺
す
演
目
は
、
芸
能
史
的
に
貴
重
で
あ

り
、
獅
子
に
よ
る
曲
芸
と
い
う
芸
能
に
も
特
色
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

本
田
安
次
は
、
伊
勢
大
神
楽
の
曲
目
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
て

い
る
。「
舞
」
が
つ
く
の
が
獅
子
舞
で
あ
り
、「
曲
」
が
つ
く
の
が
放

下
芸
で
あ
る
。

獅
子
の
舞
と
曲
藝
と
あ
り
、
前
者
に
は
、
鈴
の
舞
、
四
方
の
舞
、

跳
の
舞
、
扇
の
舞
、
吉
野
舞
、
笹
の
舞
、
劔
の
舞
、
神
來
舞
、

玉
獅
子
の
曲
等
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
綾
採
の
曲
、
水
の
曲
、

手
毬
の
曲
、
傘
の
曲
、
献
燈
の
曲
、
劔
三
番
叟
、
魁
曲
等
を
傳

へ
て
ゐ
る
。
獅
子
は
雌
雄
の
二
頭
、
さ
ゝ
ら
を
摺
る
猿
田
彦
面

の
も
の
が
つ
く
。
囃
子
は
大
小
太
鼓
に
笛
に
銅
鈸
子
で
あ
る
（
（（
（

。

　
「
民
俗
藝
術
」
三
ノ
一
に
藤
堂
家
の
寄
稿
し
た
「
伊
勢
の
獅
子
舞
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。
古
来
第
一
の
格
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
伊
奈
富

神
社
の
獅
子
舞
神
事
は
、
四
年
目
毎
に
四
月
十
六
日
に
「
舞
い
込

み
」、
十
七
日
に
「
練
込
み
」
の
行
事
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
藤

堂
家
の
記
録
か
ら
、「
稲
生
の
大
祭
」
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
記
述
を
以
下
に
載
せ
る
。

獅
子
舞
に
は
必
ず
神
職
が
附
き
添
ひ
、
舞
曲
中
に
祈
禱
の
神
符

を
授
與
す
る
例
で
、
獅
子
頭
を
明
神
と
崇
め
、
男
子
が
紋
服
を

新
調
す
る
と
、
此
の
明
神
に
く
は
へ
て
も
ら
っ
て
縁
起
を
祝
ふ

習
し
も
あ
る
。
獅
子
を
冠
る
者
を
し
し
と
り
と
云
ひ
、
他
に
口

取
と
て
、
鳥
甲
、
猿
田
彦
面
に
、
さ
ゝ
ら
を
と
つ
た
童
子
が
つ

く
。
囃
子
は
普
通
笛
と
太
鼓
で
、
門
舞
と
本
舞
と
が
あ
り
、
門

舞
は
門
前
で
一
寸
舞
ふ
も
の
、
本
舞
は
豫
め
場
所
を
設
け
て
、

四
方
に
竹
を
立
て
、
注
連
を
め
ぐ
ら
し
、
供
物
を
し
て
舞
ふ
も

の
で
あ
つ
た
。
觀
音
堂
の
本
舞
に
は
、
扇
の
舞
、
花
の
舞
、
起
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し
舞
等
、
稲
生
の
に
は
、
亂
調
、
中
越
、
扇
舞
、
子
供
の
藝
、

神
扇
、
か
ら
す
と
り
、
打
上
等
が
あ
つ
た
（
（（
（

。

　

北
川
央
は
、「
伊
勢
大
神
楽
に
み
る
「
霊
性
」「
聖
性
」
の
付
与
―

信
仰
が
地
域
を
こ
え
る
理
由
―
」
の
中
で
伊
勢
大
神
楽
の
芸
能
の
始

源
を
物
語
る
縁
起
譚
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
縁
起
譚
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
大
神
楽
の
獅
子
は
、
壬
申
の
乱

で
劣
勢
に
あ
っ
た
大
海
人
皇
子
（
の
ち
の
天
武
天
皇
）
が
、
登
保

利
川
（
迹
太
川
）
で
禊
を
し
た
あ
と
、
太
夫
村
の
あ
る
増
田
庄

霞
ヶ
丘
に
登
り
、
伊
勢
神
宮
を
遥
拝
し
て
、
朝
敵
退
治
・
宝
祚

万
歳
を
祈
っ
た
折
、
ま
ど
ろ
ん
だ
皇
子
の
夢
に
現
れ
た
猛
獣
を

か
た
ど
っ
た
も
の
と
説
明
さ
れ
、
天
木
綿
筒
命
と
い
う
神
名
を

与
え
ら
れ
て
い
る
。
宵
の
明
星
の
こ
と
を
「
ゆ
う
つ
づ
」
と
呼

ぶ
の
で
、
ど
う
や
ら
金
星
を
神
格
化
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
ど

こ
の
檀
那
場
で
も
そ
う
し
た
謂
れ
や
神
名
を
知
る
人
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
村
人
た
ち
は
獅
子
を
「
お
伊
勢
さ
ま
」
そ
の
も
の
と

し
て
信
仰
す
る
。
だ
か
ら
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
た
ち
が
頒
つ
神

札
も
「
お
伊
勢
さ
ま
」
の
神
札
な
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

以
上
の
縁
起
譚
か
ら
、「
獅
子
」
が
単
な
る
動
物
や
霊
獣
で
は
な

く
、「
権
現
」「
明
神
」「
お
伊
勢
さ
ま
」
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、

人
々
か
ら
信
仰
さ
れ
る
神
事
芸
能
の
演
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
伊
勢
大
神
楽
は
、「
講
社
」
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
、
組
織
的
に
伊
勢
信
仰
を
広
め
て
い
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

黛
友
明
の
論
文
「
芸
能
・
共
同
体
・
関
係
性
―
伊
勢
大
神
楽
の
事

例
を
通
じ
て
―
」
は
、「
講
社
」
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
現
状
を
報

告
し
て
い
る
。

伊
勢
大
神
楽
の
活
動
は
江
戸
時
代
が
最
も
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、

伊
勢
神
宮
の
御
師
と
関
係
を
持
ち
、
各
地
の
檀
那
場
を
回
っ
て

い
た
。
担
い
手
は
民
間
の
宗
教
者
で
も
あ
り
、
芸
能
者
で
も

あ
っ
た
。
現
在
は
、「
宗
教
法
人
伊
勢
大
神
楽
講
社
」
に
属
す

る
山
本
源
太
夫
組
（
親
方
は
講
社
の
代
表
）、
森
本
忠
太
夫
組
、

加
藤
菊
太
夫
組
、
山
本
勘
太
夫
組
、
石
川
源
太
夫
組
に
よ
っ
て

主
に
担
わ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
の
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
で
は
太
夫

村
、
東
阿
倉
川
村
に
そ
れ
ぞ
れ
六
組
、
計
十
二
組
が
活
動
し
て
い
た
。

講
社
が
減
少
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
に
み

る
「
霊
性
」「
聖
性
」
の
付
与
―
信
仰
が
地
域
を
こ
え
る
理
由
―
」

で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

明
治
以
降
、
太
夫
家
の
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
以
降
は
、
日
本
人
の
ラ
イ

フ
・
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
村
落
共
同
体
の

崩
壊
も
著
し
く
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
各
人
の
価
値
観
も
多
様

化
し
、
世
襲
制
で
伊
勢
大
神
楽
を
伝
承
し
て
き
た
各
太
夫
家
で

は
、
後
継
者
難
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。
平
成
二
十
一
年
現
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在
活
動
を
続
け
る
の
は
、
山
本
源
太
夫
、
森
本
忠
太
夫
、
加
藤

菊
太
夫
（
加
藤
孫
太
夫
の
分
家
）、
山
本
勘
太
夫
（
佐
々
木
か
ら
改

姓
）
加
藤
源
太
夫
の
五
組
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
東
阿
倉
川
村

の
方
は
、
も
っ
と
状
況
が
厳
し
く
、
三
重
県
松
坂
市
に
本
拠
を

移
し
た
石
川
源
太
夫
の
み
が
活
動
を
続
け
て
お
り
、
太
夫
村
系

列
の
五
組
に
こ
の
石
川
源
太
夫
組
を
加
え
た
計
六
組
で
宗
教
法

人
伊
勢
大
神
楽
講
社
を
組
織
し
、
本
部
を
増
田
神
社
に
置
い
て

い
る
（
（（
（

。

　

平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
六
年
の
約
五
年
の
間
に
「
加
藤
源

太
夫
組
」
が
、
消
滅
し
て
い
る
こ
と
か
ら
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
問

題
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
も
う
少

し
考
え
て
み
る
。

　

明
治
四
年
七
月
十
二
日
付
け
の
太
政
官
達
に
は
御
師
廃
止
の
こ
と

が
見
え
る
。

師
職
並
ニ
諸
國
郡
檀
家
ト
唱
ヘ
御
麻
配
分
致
シ
候
等
之
儀
一
切

被
停
止
候
事（（（
（

　

明
治
初
頭
か
ら
始
ま
る
神
道
の
国
家
統
制
に
よ
り
「
御
師
」
は
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
伊
勢
大
神
楽
は
宗
教
儀

礼
行
為
と
し
て
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
活
動
に
つ
い

て
、
黛
友
明
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

芸
能
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま

で
遊
芸
稼
人
鑑
札
を
受
け
て
活
動
自
体
は
継
続
し
て
い
く
。
一

九
四
〇
年
に
宗
教
団
体
法
が
施
行
さ
れ
る
と
教
派
神
道
の
神
道

大
教
に
所
属
す
る
「
神
道
大
教　

伊
勢
大
神
楽
講
社
」
と
な
り
、

「
出
征
軍
人
武
運
長
久
傷
病
軍
人
平
癒
祈
願
祭
」
の
施
行
や
布

教
活
動
、
国
防
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
団
体
へ
の
寄
付
を
行
う

こ
と
と
な
る
（
（（
（

。

　

こ
の
講
社
は
戦
後
の
一
九
五
四
年
に
戦
時
色
を
改
め
て
「
宗
教
法

人
伊
勢
大
神
楽
講
社
」
と
し
て
再
出
発
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
御
師
の
活
動
と
と
も
に
庶
民
の
伊
勢
信
仰
を
広
め
る
役
割

を
荷
っ
て
い
た
時
代
が
終
わ
り
、
近
代
化
の
な
か
で
日
本
の
社
会
そ

の
も
の
が
大
き
く
激
変
し
、
伊
勢
大
神
楽
は
現
在
そ
の
存
続
も
難
し

く
な
っ
て
い
る
。

四
、
鎮
魂
の
神
事
獅
子
舞
―
雨
宮
の
御
神
事

　

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
長
野
県
千
曲
市
に

鎮
座
す
る
雨
宮
坐
日
吉
神
社
の
三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
祭
り
「
雨

宮
の
御
神
事
」
が
あ
る
。
こ
の
神
事
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
橋
の
文

化
的
意
味
」（『
国
際
関
係
研
究
』
第
三
十
五
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
十

月
）
で
論
じ
て
い
て
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
本
論
の
必
要
上

再
論
す
る
。
鈴
木
正
崇
は
、
生
仁
川
に
架
か
る
斎
場
橋
で
行
な
わ
れ

る
こ
の
祭
の
最
大
の
山
場
で
あ
る
「
橋
懸
か
り
」
の
所
作
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
橋
の
上
か
ら
獅
子
が
逆
さ
吊
り
に
な
り
頭
を
流
れ
に
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突
っ
込
ん
で
振
り
回
し
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
踊
る
勇
壮
な
離

れ
技
で
あ
る
。
斎
場
橋
と
は
、
斎
場
（
ゆ
ば
、
い
つ
き
ば
）
と
い

う
名
称
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
神
霊
を
送
迎
す
る
場
所
で
あ
っ

た
（
（（
（

。

　
「
雨
宮
の
御
神
事
」
は
、
斎
場
橋
を
舞
台
と
し
て
四
人
の
獅
子
に

扮
し
た
演
者
が
橋
の
欄
干
か
ら
逆
さ
吊
り
と
な
り
、
河
川
の
水
で
髪

を
洗
う
「
橋
が
か
り
」
を
見
せ
場
と
す
る
神
事
で
あ
る
。
雨
宮
神
社

の
名
称
に
つ
い
て
、
鈴
木
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

昔
は
ハ
ウ
リ
大
権
現
（
祝
神
社
）
と
い
う
名
称
で
、
近
江
の
比

叡
山
麓
、
坂
本
の
山
王
社
を
勧
請
し
て
以
後
は
雨
宮
山
王
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
以
降
に
現
在
の
名
称
と
な
っ
た
（
（（
（

。

　
「
雨
宮
古
老
談
」
に
よ
る
と
、
由
比
の
種
津
殿
は
、
妻
で
あ
る
雲

井
の
前
が
い
な
が
ら
に
し
て
、
里
に
住
む
美
人
と
評
判
の
お
飛
連
と

い
う
女
性
と
密
会
を
し
て
い
た
。
雲
井
の
前
は
、
こ
の
こ
と
を
怨
み

な
が
ら
亡
く
な
り
怨
霊
と
な
り
、
災
害
が
絶
え
ず
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
霊
を
慰
撫
す
る
目
的
で
社
が
建
立
さ
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
「
古
老
談
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

雲
井
の
前
甚
だ
妬
ま
し
く
思
い
煩
る
ゝ
身
を
怨
み
侘
び
る
思
い

の
積
も
り
て
や
終
に
身
ま
か
り
給
い
し
と
云
う
后
に
其
魂
魄
形

を
結
び
夜
毎
に
あ
ら
は
れ
出
て
、
忿
怒
の
焰
火
に
胸
を
焦
し
苦

し
み
給
う
事
年
を
経
て
止
ま
ず
見
る
人
は
皆
狂
乱
と
な
り
又
は

死
す
る
も
あ
り
時
な
ら
ぬ
に
雷
鳴
、
晴
天
と
雖
も
俄
か
に
雲
を

起
し
洪
水
漲
り
大
風
起
り
て
人
家
田
畑
を
損
亳
し
或
は
火
災
を

起
し
釼
難
に
会
い
人
民
牛
馬
野
獣
鳥
類
に
至
る
迄
で
病
み
付
き

死
す
る
者
夥
し
里
人
之
れ
を
嘆
き
又
は
憐
と
思
い
け
れ
ば
一
つ

の
小
社
を
建
て
数
多
の
郷
民
鼓
笛
を
な
ら
し
唄
い
舞
其
の
怨
霊

の
悪
念
を
鎮
め
安
じ
奉
り
け
れ
ば
忽
ち
忿
怒
鎮
ま
ら
せ
給
ひ
し

と
云
う
其
の
後
数
百
年
を
経
て
清
和
天
皇
の
皇
孫
経
基
王
の
苗

裔
肥
後
の
守
源
の
朝
臣
頼
清
公
当
国
に
下
向
あ
り
て
後
此
の
小

社
に
参
詣
あ
り
縁
の
起
り
を
聞
召
す
さ
れ
大
願
を
発
し
数
多
の

郷
村
に
下
知
し
て
大
社
に
建
立
あ
り
是
れ
康
平
年
中
の
創
建
な

り
此
の
時
不
死
後
の
霊
瑞
あ
り
て
坂
本
山
王
大
権
現
と
神
号
し

奉
れ
り
と
承
は
り
候（（（
（

　

村
上
頼
清
が
山
王
社
を
勧
請
し
た
こ
と
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
祭
礼

は
、
川
中
島
の
合
戦
で
村
上
一
族
が
滅
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
一
旦
中

絶
す
る
。
し
か
し
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
は
再
開
さ
れ
た
こ

と
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

村
上
義
清
公
御
盛
り
迄
で
は
中
絶
な
き
由
隅
々
其
の
後
永
く
中

絶
し
た
る
儀
は
無
之
由
天
文
年
中
義
清
公
浪
人
後
川
中
島
合
戦

に
て
大
祭
礼
は
久
敷
中
絶
い
た
し
候
慶
長
十
巳
年
四
月
松
井
上

総
介
様
御
入
群
翌
年
よ
り
又
々
大
祭
礼
は
発
り
申
候
（
（（
（

。

　

鈴
木
は
、
こ
の
祭
り
の
特
徴
を
農
作
物
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
古
来

か
ら
の
信
仰
と
同
時
に
、
御
霊
の
鎮
魂
を
目
的
と
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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春
の
農
作
祈
願
を
基
盤
に
し
な
が
ら
も
、
御
霊
送
り
や
怨
霊
鎮

め
に
諏
訪
や
山
王
の
祭
祀
の
影
響
が
加
わ
っ
た
祭
で
、
郷
を
単

位
と
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
元
来
は
、
雨
宮
・
土

口
・
生
萱
・
倉
科
・
森
の
五
つ
の
村
が
主
体
で
、
岩
野
・
小

森
・
東
福
寺
も
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
明
治
二
十
二
（
一
八

八
九
）
年
ま
で
は
、
祭
日
の
前
日
に
あ
た
る
未
の
日
に
各
村
々

を
巡
っ
て
歩
い
た
。
現
在
は
雨
宮
地
区
（
一
二
〇
戸
余
）
を
中

心
と
し
て
執
行
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

橋
が
か
り
の
時
に
獅
子
の
た
て
が
み
を
水
に
流
す
動
作
は
、
雲
井

の
前
の
祟
り
を
川
に
送
り
込
み
鎮
め
る
た
め
で
あ
り
。
祭
具
を
す
べ

て
水
に
流
す
の
も
疫
神
を
鎮
め
る
た
め
だ
と
伝
え
て
い
る
。
夕
暮
か

ら
始
ま
る
橋
が
か
り
の
神
事
で
川
に
逆
落
と
し
に
な
る
獅
子
の
荒
々

し
い
ま
で
の
所
作
は
、
鈴
木
正
崇
の
言
う
と
お
り
御
霊
や
疫
神
の
鎮

め
に
相
応
し
い
。

　
「
雨
宮
の
御
神
事
」
は
、
伝
統
芸
能
で
あ
る
歌
舞
伎
舞
踊
の
「
石

橋
物
」（
獅
子
物
演
目
）
に
お
い
て
獅
子
が
長
い
毛
を
振
る
毛
振
り
の

所
作
「
髪
洗
い
」
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

落
合
清
彦
・
服
部
幸
雄
は
、『
歌
舞
伎
事
典
』「
か
み
あ
ら
い 

髪

洗
い
」
に
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

獅
子
の
髪
洗
い
は
、
た
と
え
ば
長
野
県
更
埴
市
雨
宮
の
御
神
事

に
、
獅
子
が
橋
か
ら
水
面
す
れ
す
れ
に
宙
吊
り
に
な
っ
て
獅
子

頭
を
振
り
ま
わ
す
儀
式
（
橋
が
か
り
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
神

事
の
獅
子
を
め
ぐ
る
民
俗
の
反
映
が
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　
「
鏡
獅
子
」「
連
獅
子
」
な
ど
の
長
唄
の
獅
子
物
作
品
に
お
い
て
も

後
ジ
テ
が
立
役
と
な
り
、
勇
猛
さ
を
強
調
し
た
獅
子
の
狂
い
を
能
と

女
方
舞
踊
に
は
無
い
独
特
な
所
作
で
表
現
す
る
が
、
こ
の
舞
を
「
髪

洗
い
」
と
称
し
て
い
る
。
服
部
幸
雄
『
宿
神
論
―
日
本
芸
能
民
信
仰

の
研
究
』
第
四
章
「
逆
髪
の
宮
」
に
謡
曲
『
蝉
丸
』
の
シ
テ
で
あ
る

狂
女
の
逆
髪
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。「
逆
髪
」
は
、
激
し
い
嫉

妬
の
表
現
で
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
近
世
初
頭
に
あ
っ
て
は
、
女
性
の
「
逆
立
つ
髪
」

は
激
し
い
嫉
妬
の
心
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
と
一
般
に
認
識
さ

れ
て
い
た（（（
（

　
「
雨
宮
の
御
神
事
」
の
起
源
は
、
伝
承
に
よ
れ
ば
、
嫉
妬
に
狂
っ

た
女
性
の
怨
霊
の
鎮
魂
を
目
的
と
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
橋
の

上
か
ら
獅
子
が
逆
さ
吊
り
な
る
異
様
な
演
出
を
作
り
上
げ
た
だ
ろ
う

か
。「
橋
が
か
り
」
と
い
う
獅
子
舞
の
神
事
は
、
歌
舞
伎
の
獅
子
物

作
品
の
民
俗
的
基
盤
と
な
っ
て
い
た
故
に
獅
子
舞
の
神
事
と
し
て
看

過
で
き
な
い
。

五
、
中
国
に
お
け
る
民
間
藝
能
と
し
て
の
獅
子
舞

　

中
国
や
日
本
で
は
、
獅
子
は
一
般
に
霊
獣
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
児

玉
信
「
民
族
芸
能
の
獅
子
芸
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

漢
の
武
帝
の
時
代
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
ラ
イ
オ
ン
の
実
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物
を
見
て
い
た
中
国
で
は
、
後
の
日
本
で
い
う
唐
獅
子
の
造
形

を
生
む
よ
う
で
あ
る
。
実
物
の
居
な
か
っ
た
日
本
で
は
獅
子
は

想
像
上
の
霊
獣
と
理
解
さ
れ
た
（
（（
（

。

　
「
獅
子
舞
」
は
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
民
俗
芸
能
と
し
て
広
く
浸

透
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
ア
ジ
ア
の
中
国
文
化
圏
の
地
域
や
世
界

中
の
華
僑
社
会
で
は
祝
祭
事
と
し
て
獅
子
舞
が
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
横
浜
の
中
華
街
で
は
、
旧
暦
で
行
な
わ
れ
る
新
正

月
に
二
人
組
の
獅
子
が
招
福
祈
願
の
た
め
に
練
り
歩
い
て
い
る
。

　

中
国
の
獅
子
舞
の
起
源
に
つ
い
て
、
寺
尾
善
雄
『
新
装
新
版
中
国

文
化
伝
来
事
典
』「
獅
子
舞
」
項
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

正
月
や
祭
り
、
さ
て
は
お
座
敷
に
無
く
て
は
な
ら
ぬ
景
物
だ
が
、

こ
れ
も
中
国
伝
来
。
中
国
の
漢
代
の
壁
画
や
石
刻
に
“
舞
巨

獣
”
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
中
国
南
北
朝
時
代
（
日
本
で

は
古
墳
時
代
）
に
な
る
と
獅
子
舞
と
し
て
、
百
戯
の
一
つ
と
な

り
、
唐
代
に
は
“
五
方
獅
子
舞
”
と
称
せ
ら
れ
た
。
こ
の
唐
の

獅
子
舞
が
日
本
に
伝
わ
り
、
舞
楽
と
し
て
演
奏
さ
れ
て
い
る
う

ち
に
、
太
神
楽
な
ど
で
悪
魔
払
い
や
豊
作
の
祈
禱
と
し
て
民
間

に
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
近
世
の
獅
子
舞
に
は
、
南
方

と
北
方
と
で
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
や
は
り
慶
事
に
は
各
地
で

行
な
わ
れ
て
い
る
。
広
東
地
方
で
は
、
正
月
に
、
日
本
と
同
様
、

芸
人
が
民
家
を
廻
っ
て
、
お
め
で
た
の
意
を
表
す
が
、
そ
の
際

に
獅
子
に
は
、
頭
と
尾
の
部
分
に
二
人
が
入
っ
て
舞
う
。（
略
）

も
っ
と
も
獅
子
舞
（
獅
子
はser

と
い
う
古
イ
ラ
ン
語
を
漢
字
に
音

訳
し
た
も
の
で
、
中
国
に
は
い
な
か
っ
た
動
物
）
は
イ
ラ
ン
原
産
で
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
中
国
へ
入
っ
て
来
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

中
国
で
は
、
獅
子
舞
は
一
般
に
は
舞
狮w

ŭshī

と
い
う
。
定
説

で
は
、
舞
狮
は
漢
代
頃
か
ら
西
域
よ
り
徐
々
に
伝
え
ら
れ
、
唐
代
に

な
り
盛
ん
に
な
っ
た
。
舞
狮
は
、
正
月
の
め
で
た
い
芸
能
と
し
て
中

国
社
会
に
定
着
し
、
正
月
以
外
に
も
寺
院
の
縁
日
や
お
祝
い
事
に
も

演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

舞
狮
（
略
）
传
统
元
宵
节
期
间
等
的
主
要
娱
乐
活
动
。
表
演
者

扮
成
狮
子
形
、
模
仿
狮
子
动
作
而
舞
。
狮
子
是
威
武
勇
猛
的
象

征
、
舞
狮
是
初
是
用
来
驱
邪
逐
魔
、
祈
求
和
和
平
安
宁
的
、
后

来
为
重
要
节
庆
日
及
庙
会
的
一
项
重
要
娱
乐
活
动
（
（（
（

。

【
獅
子
舞
い
は
（
略
）
伝
統
的
な
元
宵
節
の
間
の
主
な
娯
楽
で

あ
る
。
演
者
が
獅
子
の
扮
装
を
し
、
獅
子
の
動
作
を
真
似
て
踊

る
。
獅
子
舞
は
勇
猛
果
敢
な
象
徴
で
あ
り
、
獅
子
舞
は
元
来
邪

気
を
払
い
、
平
安
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
重
要
な
節
日

や
祝
日
、
廟
や
寺
の
縁
日
で
の
大
事
な
娯
楽
に
な
っ
た
。】

　

中
国
社
会
で
歴
史
の
長
い
舞
狮
は
、
時
代
的
な
特
徴
と
豊
か
な
地

域
色
を
持
っ
て
、
民
俗
芸
能
と
し
て
の
強
い
生
命
力
を
保
ち
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
罗
斌
、
朱
梅
著
《
舞
龙
舞
狮
》
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

狮
舞
、
是
我
国
节
令
性
民
俗
活
动
中
最
普
遍
的
民
间
舞
踏
。
长
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期
以
来
、
狮
子
是
人
们
心
中
的
“
祥
瑞
之
兽
”、
象
征
着
威
武

与
吉
祥
。
因
此
、
每
逢
春
节
、
元
宵
灯
节
、
庙
会
等
重
大
大
庆

典
活
动
时
、
各
地
群
众
必
定
敲
锣
打
鼓
地
舞
起
狮
子
、
自
误
的

同
时
、
也
寄
托
驱
邪
求
吉
的
美
好
意
愿
。
舞
狮
的
发
展
历
史
长

远
。
自
汉
代
的
“
象
人
”、
北
魏
的
“
避
邪
狮
子
”、
唐
代
的

“
五
方
狮
子
舞
”、
宋
代
的
“
狮
子
戏
球
”、
明
代
“
大
小
狮
舞
”、

不
断
积
累
演
进
着
。
随
着
时
间
的
迁
移
、
狮
舞
逐
渐
发
展
为
具

有
强
大
生
命
力
、
蕴
涵
丰
富
文
化
内
涵
的
成
熟
绚
丽
的
艺
术
瑰

宝
、
广
受
各
地
区
、
各
民
族
人
民
的
喜
爱
（
（（
（

。

【
獅
子
舞
は
我
が
国
の
節
供
の
民
俗
的
行
事
の
な
か
で
も
最
も

一
般
的
な
民
間
舞
踊
で
あ
る
。
長
い
あ
い
だ
、
獅
子
は
人
々
の

心
の
う
ち
で
瑞
獣
で
あ
り
、
武
威
と
吉
祥
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
春
節
や
元
宵
、
縁
日
な
ど
の
大
事
な
祝
賀
行
事
に
、

各
地
の
人
々
は
銅
鑼
や
太
鼓
を
叩
い
て
獅
子
を
舞
う
。
自
ら
楽

し
む
と
と
も
に
、
邪
気
を
払
い
、
福
を
求
め
る
願
い
を
託
し
た
。

獅
子
舞
の
発
展
の
歴
史
は
長
い
。
漢
代
の
「
象
人
」、
北
魏
の

「
避
邪
狮
子
」、
唐
代
の
「
五
方
獅
子
舞
」、
宋
代
の
「
獅
子
戯

球
」、
明
代
の
「
大
小
獅
舞
」
と
、
た
ゆ
み
な
く
蓄
積
さ
れ
発

展
し
て
い
っ
た
。
時
間
の
推
移
に
従
っ
て
、
獅
子
舞
は
段
々
発

展
し
て
い
く
と
と
も
に
力
強
い
生
命
力
が
備
わ
っ
て
い
っ
た
。

獅
子
舞
は
文
化
的
な
豊
富
な
内
容
を
と
も
な
っ
た
歴
史
の
長
い

美
し
い
芸
術
の
宝
物
で
、
広
く
各
地
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
民
族
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
る
。】

　

漢
代
の
「
象
人
」
は
、『
漢
書
』「
礼
楽
志
」
の
注
「
若
今
戲
魚
蝦

師
子
者
也
（
（（
（

」
に
基
づ
き
狮
舞
の
起
源
か
と
も
さ
れ
て
い
る
。
狮
舞
の

資
料
が
増
え
る
唐
代
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
「
五
方
狮
子
舞
」

は
、
東
西
南
北
と
中
央
に
五
色
の
背
の
高
い
獅
子
が
並
ぶ
大
規
模
な

も
の
で
あ
る
。
時
代
的
な
変
遷
は
あ
る
が
、
舞
狮
は
現
在
で
は
銅
鑼

や
太
鼓
、
鉦
の
音
と
と
も
に
に
ぎ
や
か
に
演
じ
ら
れ
る
正
月
の
大
き

な
楽
し
み
で
あ
り
、
人
々
は
瑞
獣
で
あ
る
獅
子
に
邪
気
を
遠
ざ
け
、

幸
せ
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
舞
狮
に
は
、
現
在
長

江
を
境
に
し
て
北
獅
と
南
獅
と
の
地
域
に
よ
る
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

李
英
儒
の
説
明
を
借
り
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

舞
狮
发
展
现
在
、
形
成
南
北
两
大
派
。
北
狮
的
特
点
是
有
成
狮

（
或
称
大
狮
、
太
狮
）
和
崽
狮
（
或
称
少
狮
、
小
狮
）、
成
狮
有
时

还
分
文
狮
和
武
狮
两
种
。
文
狮
主
要
表
演
狮
子
的
温
驯
神
态
、

如
舔
毛
、
抖
毛
、
搔
毛
、
打
滚
等
；
武
狮
主
要
表
演
狮
子
的
勇

猛
性
格
、
如
跃
扑
、
爬
高
、
腾
跃
、
踩
球
等
。
大
狮
由
两
人
表

演
、
小
狮
由
一
人
表
演
、
狮
子
身
上
的
装
饰
全
由
长
毛
遮
住
、

舞
狮
时
只
见
狮
子
不
见
人
。
南
派
的
造
型
要
大
一
些
、
狮
子
身

的
装
饰
是
大
片
鳞
甲
状
的
花
纹
、
每
个
狮
子
由
两
个
人
来
表
演
、

但
在
做
各
种
动
作
中
可
以
露
出
人
来
。
引
狮
子
的
人
可
以
是
个

武
士
、
也
可
以
是
个
大
头
佛
。
无
论
南
派
还
是
北
派
、
舞
狮
中

都
伴
有
锣
鼓
奏
乐
、
舞
时
也
有
程
式
性
的
套
路
、
如
狮
子
滚
绣
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球
、
武
士
戏
狮
、
兄
妹
戏
狮
等
。
狮
子
也
因
各
地
风
俗
不
同
而

其
舞
也
有
差
别
、
如
河
北
有
双
狮
、
安
徽
有
青
狮
（
（（
（

。

【
獅
子
舞
は
発
展
し
て
現
在
、
南
北
二
大
流
派
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
北
方
の
獅
子
舞
の
特
色
は
、
成
と
獅
―
大
人
獅
子
（
大

獅
、
太
獅
と
も
い
う
）
と
崽
獅
―
子
ど
も
の
獅
子
（
少
獅
、
小
獅

と
も
い
う
）
で
あ
る
。
成
獅
は
、
文
獅
と
武
獅
と
に
分
け
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
文
獅
は
お
と
な
し
い
獅
子
の
姿
を
主
に
演
じ

る
。
毛
を
な
め
た
り
、
振
り
回
し
た
り
、
か
い
た
り
、
ま
た
転

げ
回
っ
た
り
す
る
。
武
獅
は
、
獅
子
の
勇
猛
な
性
格
を
主
に
演

じ
る
。
飛
び
か
か
っ
た
り
、
よ
じ
登
っ
た
り
、
飛
び
は
ね
た
り
、

球
を
踏
ん
だ
り
す
る
。
大
獅
は
二
人
、
少
獅
は
一
人
で
演
じ
る
。

獅
子
の
身
に
つ
け
た
装
飾
は
長
い
毛
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い
る
。

獅
子
を
舞
う
と
き
は
獅
子
だ
け
を
見
て
い
て
人
を
見
な
い
。
南

の
流
派
の
多
く
は
、
獅
子
の
装
飾
が
大
き
な
鱗
の
模
樣
で
あ
る
。

ど
の
獅
子
も
二
人
で
演
じ
ら
れ
る
。
た
だ
演
技
中
に
中
の
人
間

が
現
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
南
方
派
も
ま
た
北
方
派
も
獅
子
を

舞
う
間
、
銅
鑼
や
太
鼓
が
伴
奏
す
る
。
演
じ
る
と
き
、
型
で
決

ま
っ
た
動
作
が
あ
り
、
例
え
ば
琇
球
こ
ろ
が
し
の
獅
子
舞
い
、

武
士
の
獅
子
舞
い
、
兄
妹
の
獅
子
舞
い
な
ど
で
あ
る
。
獅
子
舞

い
は
地
方
に
よ
っ
て
違
い
、
例
え
ば
河
北
に
は
双
獅
、
安
徽
に

は
青
獅
が
あ
る
。】

　

北
狮
は
獅
子
の
生
態
を
真
似
た
軽
快
な
動
き
と
玉
乗
り
な
ど
曲
芸

の
要
素
を
取
り
い
れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
な
る
。
二
人
で
演
じ
る
の

が
大
狮
で
、
一
人
で
演
じ
る
の
が
小
狮
で
あ
る
。
南
狮
は
、
獅
子
の

鱗
状
の
紋
様
が
特
徴
で
あ
り
、
演
技
は
武
功
を
基
礎
と
し
て
演
技
は

勇
猛
果
敢
で
あ
る
。
北
狮
・
南
狮
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
で

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
や
特
徴
の
あ
る
こ
と
は
、
罗
斌
、
朱
梅
の

《
舞
龙
舞
狮
》
に
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

中
国
の
獅
子
舞
は
、
時
代
色
や
地
方
色
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
悪
霊
の
退
散
や
招
福
を
願
う
と
い
う
点
で
、
ま
た
民
間
で
行
な

わ
れ
る
芸
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
民
間
芸
能
と

し
て
も
今
日
で
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
な
が
ら
、
一
方
で
歌
舞
伎
舞
踊

の
獅
子
物
よ
う
に
特
定
の
芸
能
の
な
か
で
全
く
別
の
発
展
を
し
て
い

る
日
本
と
で
は
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

お
わ
り
に

　

伎
楽
と
と
も
に
日
本
に
渡
来
し
た
獅
子
舞
は
、
宮
廷
や
寺
社
の
儀

式
の
場
で
ま
ず
始
ま
り
、
中
世
期
に
な
る
と
鎮
魂
の
神
事
や
御
霊
の

鎮
撫
な
ど
民
間
信
仰
の
要
素
や
神
仏
の
習
合
思
想
も
吸
収
し
な
が
ら
、

獅
子
神
楽
な
ど
民
間
の
神
事
芸
能
と
し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

中
に
は
伊
勢
信
仰
に
と
も
な
っ
た
伊
勢
大
神
楽
も
あ
っ
た
。
現
在
民

俗
芸
能
と
し
て
盛
ん
な
獅
子
舞
だ
が
、
神
道
や
民
間
信
仰
な
ど
多
様

な
要
素
が
融
合
し
て
い
っ
た
中
世
期
が
日
本
の
獅
子
舞
文
化
の
上
で

き
わ
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
獅
子
と
い
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う
神
獣
を
神
事
に
採
り
入
れ
た
こ
と
は
、
古
代
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
も

一
脈
通
ず
る
、
人
智
の
及
ば
ぬ
も
の
に
対
す
る
人
々
の
畏
敬
の
念
が

働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
恐
ろ
し
い
形
相
を
し
た
獅
子

を
人
々
は
、
恐
れ
つ
つ
も
同
時
に
歓
喜
し
て
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
神
事
芸
能
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
民
俗
芸
能
と
し
て
広

ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
能
『
石
橋
』
が
成
立
し
、
さ
ら
に
歌
舞
伎
の

獅
子
物
演
目
へ
と
獅
子
舞
は
舞
台
芸
能
と
し
て
の
独
自
の
発
展
を
遂

げ
た
。

（
補
）

　
　

引
用
文
献
の
表
記
に
従
い
、
旧
字
体
・
新
字
体
の
統
一
は
し
な
か
っ
た
。

参
考
文
献
の
発
行
年
は
、
西
暦
に
統
一
し
た
。

参
考
文
献
（
発
行
年
月
日
順
）

長
野
県
教
育
委
員
会
編
『
雨
宮
の
御
神
事
』（
長
野
県
無
形
文
化
財
調
査
報

告
書
第
二
集
）
長
野
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
五
年
三
月

古
野
清
人
『
獅
子
の
民
俗
』（
民
俗
双
書
三
十
二
）
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六

八
年
七
月

吉
野
裕
子
「
北
辰
祭
祀
と
し
て
の
伊
勢
大
神
楽
試
論
」（『
芸
能
』
第
十
九
巻

第
十
二
号
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）

西
角
井
正
大
『
民
俗
芸
能
入
門
』
文
研
出
版
、
一
九
七
九
年
八
月

本
田
安
次
『
日
本
の
傳
統
藝
能
巻
一 

神
樂
Ⅰ
』
錦
正
社
、
一
九
九
三
年
五
月

本
田
安
次
『
日
本
の
傳
統
藝
能
巻
十 

風
流
Ⅰ
』
錦
正
社
、
一
九
九
三
年
九
月

鈴
木
正
崇
「
橋
を
め
ぐ
る
神
事
―
雨
宮
の
祭
り
を
中
心
に
―
」（『
悠
久
』（
特

集
神
の
橋
）
六
十
七
号
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）

北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
の
展
開
―
檀
那
場
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
宗
教

民
族
研
究
』
第
九
号
、
一
九
九
九
年
六
月
）

児
玉
信
「
民
族
芸
能
の
獅
子
芸
」（『
観
世
』
第
七
十
五
巻
第
三
号
、
檜
書
店
、

二
〇
〇
八
年
三
月
）

罗
斌
、
朱
梅
著
《
舞
龙
舞
狮
》、
中
国
文
联
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
一
月

服
部
幸
雄
『
宿
神
論
―
日
本
芸
能
民
信
仰
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九

年
一
月

北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
に
み
る
「
霊
性
」「
聖
性
」
の
付
与
―
信
仰
が
地
域

を
こ
え
る
理
由
―
」（
日
本
宗
教
民
族
研
究
会
『
宗
教
民
族
研
究
』
第
十

九
号
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）

黛
友
明
「
芸
能
・
共
同
体
・
関
係
性
―
伊
勢
大
神
楽
の
事
例
を
通
じ
て
―
」

（『
日
本
学
報
』
三
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

註（1
）　

後
藤
淑
「
神
事
芸
能
」（
櫻
井
徳
太
郎
・
大
濱
徹
也
編
『
近
代
の

神
道
と
民
族
社
会
』
講
座
神
道
第
三
巻
、
桜
楓
社
、
一
九
九
一
年

六
月
）
九
八
～
一
一
五
頁
参
照

（
2
）　

古
野
清
人
『
獅
子
の
民
俗
』（
民
俗
双
書
三
十
二
）
岩
崎
美
術
社
、

一
九
六
八
年
七
月
、
一
三
頁

（
3
）　

表
章
校
註
『
世
阿
弥 

申
楽
談
義
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
〇
年
四
月
、

一
一
四
頁

（
4
）　

小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守

『
日
本
書
紀
②
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
）
小
学
館
、
一
九

九
六
年
十
月
、
五
六
九
頁
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（
5
）　

山
中
裕
・
秋
山
虔
・
池
田
尚
隆
校
注
訳
『
栄
花
物
語
②
』（
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
三
十
三
）
小
学
館
、
一
九
九
八
年
三
月
、
四

二
一
頁

（
6
）　

林
屋
辰
三
郎
・
植
木
行
宣
他
校
注
『
古
代
中
世
藝
術
論
』（
日
本

思
想
大
系
二
十
三
）
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
十
月
、
八
七
頁

（
7
）　

劉
節
等
點
校
《
舊
唐
書
》
中
華
書
局
一
九
七
五
年
五
月
、
一
〇
五

九
頁
、
な
お
『
通
典
』
卷
第
一
百
四
十
六
樂
六
も
参
照
（
中
華
書

局
本
、
三
七
一
八
頁
）。

（
8
）　

石
田
穣
二
訳
注
『
新
版
枕
草
子 

下
巻
』
角
川
文
庫
、
一
九
八
〇

年
四
月
、
九
〇
頁

（
9
）　

石
田
穣
二
訳
注
、
前
掲
書
、
一
三
六
頁

（
10
）　
『
枕
草
子
』
に
は
四
系
統
の
写
本
が
あ
り
、
原
本
の
組
織
を
守
っ

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
の
が
三
巻
本
と
能
因
本
。
二
系
統
を
比
較

し
た
と
き
、
よ
り
原
態
に
近
い
と
さ
れ
て
い
る
の
が
三
巻
本
。
松

尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
訳
『
枕
草
子
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
十
一
）
小
学
館
、
一
九
七
四
年
四
月
、
二
六
一
頁
。
底
本
は
、

学
習
院
大
学
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
。
な
お
、
新
全
集
の
底
本
は
三

巻
本
。

（
11
）　

山
中
裕
・
秋
山
虔
・
池
田
尚
隆
校
注
訳
『
栄
花
物
語
③
』（
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
三
十
三
）
小
学
館
、
一
九
九
八
年
三
月
、
四

九
七
頁

（
12
）　

本
田
安
次
『
日
本
の
傳
統
藝
能
』
巻
一
神
樂
Ⅰ
、
錦
正
社
、
一
九

九
三
年
五
月
、
四
頁

（
13
）　

本
田
安
次
『
日
本
の
傳
統
藝
能
』
巻
一
神
樂
Ⅰ
、
錦
正
社
、
一
九

九
三
年
五
月
、
七
～
八
頁
参
照

（
14
）　

西
角
井
正
大
『
民
族
芸
能
入
門
』
文
研
出
版
、
一
九
七
九
年
八
月
、

九
九
頁
参
照

（
15
）　

臼
田
甚
五
郎
・
新
間
進
一
・
外
村
南
都
子
・
徳
江
元
正
校
注
・
訳

『
梁
塵
秘
抄
』（
新
編
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
十
二
）
小
学
館
、

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
二
七
一
頁

（
16
）　

西
角
井
正
大
、
前
掲
書
、
九
九
頁

（
17
）　

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
監
修
『
月
刊
文
化
財
』
二
九
八
号
、
一
九

八
一
年
、
四
六
～
四
七
頁

（
18
）　

本
田
安
次
『
日
本
の
傳
統
藝
能
』
巻
一
神
樂
Ⅰ
、
錦
正
社
、
一
九

九
三
年
五
月
、
一
四
二
頁

（
19
）　

本
田
安
次
、
前
掲
書
、
一
四
一
頁

（
20
）　

北
川
央
、
前
掲
論
文
、
六
四
頁
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
三
月

日
付
「
伊
勢
太
神
楽
由
来
ノ
抜
キ
書
」（
山
本
源
太
夫
家
所
蔵
）、

同
日
付
け
「
伊
勢
大
神
楽
由
来
抜
書
」（『
縞
菴
随
筆
』
六
、
桑
名

市
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
。

（
21
）　

黛
友
明
「
芸
能
・
共
同
体
・
関
係
性
―
伊
勢
大
神
楽
の
事
例
を
通

じ
て
―
」（『
日
本
学
報
』
三
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
一
五

七
頁

（
22
）　

北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
に
み
る
「
霊
性
」「
聖
性
」
の
付
与
―
信

仰
が
地
域
を
こ
え
る
理
由
―
」（『
宗
教
民
族
研
究
』
第
十
九
号
、

二
〇
〇
九
年
十
一
月
、
五
四
頁

（
23
）　

寺
本
慧
達
編
『
神
宮
大
麻
調
査
文
献
』
東
林
書
房
、
一
九
三
〇
年

三
月
、
六
二
頁

（
24
）　

黛
友
明
、
前
掲
論
文
、
一
五
八
頁

（
25
）　

鈴
木
正
崇
「
橋
を
め
ぐ
る
神
事
―
雨
宮
の
祭
り
を
中
心
に
」『
悠

久
』（
特
集
神
の
橋
）
六
十
七
号
、
一
九
九
六
年
十
一
月
、
二
五

頁

（
26
）　

鈴
木
正
崇
、
前
掲
論
文
、
二
八
頁

（
27
）　

長
野
県
教
育
委
員
会
編
『
雨
宮
の
御
神
事
』（
長
野
県
無
形
文
化
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財
調
査
報
告
書
第
二
集
）
長
野
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
五
年
三

月
、
八
六
頁

（
28
）　

長
野
県
教
育
委
員
会
編
『
雨
宮
の
御
神
事
』
前
掲
書
、
八
七
頁

（
29
）　

鈴
木
正
崇
、
前
掲
論
文
、
二
五
頁

（
30
）　

服
部
幸
雄
・
富
田
鉄
之
助
・
廣
末
保
編
『
新
版
歌
舞
伎
事
典
』
平

凡
社
、
一
九
八
三
年
十
一
月
、
一
三
一
頁

（
31
）　

服
部
幸
雄
『
宿
神
論
―
日
本
芸
能
民
信
仰
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
一
月
、
一
三
六
～
一
三
八
頁
。
服
部
は
、
さ
ら
に
指

摘
す
る
。「
ま
た
「
逆
立
つ
髪
」
は
決
し
て
単
な
る
乱
れ
髪
・
蓬

髪
を
意
味
す
る
日
常
次
元
の
姿
で
は
な
く
、
不
具
・
業
病
ま
た
は

憑
依
に
よ
っ
て
荒
々
し
い
神
に
変
身
し
た
者
の
超
人
間
的
な
貌
、

グ
ロ
テ
ス
ク
な
貌
と
し
て
世
間
か
ら
忌
避
さ
れ
、
懼
怖
さ
れ
る
存

在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。」

（
32
）　

児
玉
信
「
民
族
芸
能
の
獅
子
芸
」『
観
世
』
第
七
十
五
巻
第
三
号
、

檜
書
店
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
三
七
～
三
八
頁

（
33
）　

寺
尾
善
雄
『
新
装
新
版
中
国
文
化
伝
来
事
典
』
河
出
書
房
新
社
、

一
九
八
二
年
二
月
、
七
五
～
七
六
頁

（
34
）　

乔
继
堂
、
任
明
、
朱
瑞
平
等
编
《
中
国
岁
时
节
令
辞
典
》、
中
国

社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
五
月
、
一
六
〇
頁

（
35
）　

罗
斌
、
朱
梅
著
《
舞
龙
舞
狮
》、
中
国
文
联
出
版
社
、
二
〇
〇
九

年
一
月
、
七
〇
頁

（
36
）　

西
北
大
學
歷
史
系
標
點
《
漢
書
》、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
六
月
、

一
〇
六
九
頁

（
37
）　

李
英
儒
《
春
节
文
化
》、
山
西
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
年
一
月
、

一
六
四
頁

（
日
本
大
学
講
師
）


